
楊
傑

の
禅
浄
融
合

に
関
す

る

一
考
察

(
日

置
)
 

二
七
〇

楊
傑

の
禅
浄
融
合
に
関
す
る

一
考
察

日

置

孝

彦

問
題
の
提
起

中
国

の
宋
代
三
百
余
年
に
わ
た
る
浄
土
教
は
、
宗
派
的
に
言
え
ぱ
天

台

・
律

・
禅
宗
等

の
諸
宗
に
付
属
し
て
行
な
わ
れ
た
の
で
甚
だ
独
立
的

気
勢
を
欠
き
、
純
粋
性
に
乏
し
い
浄
土
教
で
あ
る
が
、
そ
の
性
格
は
唯

心
的
浄
土
教
と
し
て
理
解
さ
れ
て
い
る
。
従

つ
て
、
そ
の
教
旨
も
台

浄

・
禅
浄

の
融
合
、
戒
浄

(念
戒
)
二
門
等
の
如
き

一
種
の
思
潮
を
形

成
し
た

の
で
あ
る
。

本
稿

は
、
宋
代
の
文
化
的
上
層
階
級
た
る
官
僚
ま
た
は
居
士
た
ち
が

一
般
に
仏
教
に
深
い
関
心
を
も
ち
種

々
の
面
で
交
渉
を
も
つ
て
い
た
こ

と
に
着
目

し
、
宋
代
に
お
け
る
文
化
社
会
風
潮
の
影
響
と
し
て
在
家
居

士
の
浄
土
教
の
理
解
に
資
そ
う
と
す
る
作
業
の
ひ
と
つ
で
あ
る
。
こ
の

問
題
に

つ
い
て
は
、
諸
種
の
論
点
よ
り
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
が
、
こ

こ
で
は
、

一

楊
傑
の
伝
歴
事
蹟
 
二

宋
代
居
士
階
級
に
お
け
る
浄

土
教
者

 
三

楊
傑
の
浄
土
教
の
特
色

以
上
の
三
点
に
つ
い
て
検
討

を
試
み
た

い
。一

楊
傑
の
伝
歴
事
蹟
に
つ
い
て
は
大
宋
無
為
子
楊
提
刑
伝

(楽
邦
文
類

巻
三
収
載
)
、
嘉
泰
普
燈
録
巻
二
十
二
、
釈
門
正
統
巻
七
、
仏
祖
統
紀
巻

二
十
八
の
浄
土
立
教
志
第
十
二
の
三
、
五
燈
会
元
巻
十
六
、
往
生
集
巻

二
、
浄
土
聖
賢
録
巻
七
、
禅
祖
念
仏
集
巻
下
等
に
記
載
さ
れ
て
い
る
。

彼
は
無
為
州

(安
徽
省
盧
州
府
)
の
出
身
、
字
は
次
公
、
号
を
無
為

と

い
う
。
人
柄
は
雄
才
俊
適

で
あ
つ
た
と
い
わ
れ
、
恐
ら
く
才
識
卓
越
し

て
い
た
人
物
で
あ
つ
た
と
思
わ
れ
る
。
そ
し
て
楊
傑

(出
生
不
詳
)
は
南

宋

の
仁
宗
の
時
、
国
学
進
士
に
挙
げ
ら
れ
、
神
宗
の
元
豊
年
中
太
常
と

な
り
、
哲
宗
の
元
祐
年
中
礼
部
員
外
郎
に
進
み
、
又
両
漸
提
点
刑
獄
に

任
ぜ
ら
れ
た
の
で
、
世
に
楊
提
刑
と
も
称
さ
れ
た
の
で
あ
つ
た
。
し
か

も
彼
は
禅
を
好
み
て
諸
山
の
名
僧
を
歴
参
し
、
雲
門
宗
第
五
世
の
法
孫

天
衣
義
懐

(九
八
九
-
三

〇
六
〇
)
に
参
じ
て
得
悟
し
た
の
で
楊
傑
居

士
と
い
い
、
雲
門
宗
の
系
譜
に
属
し
た
在
家
居

士
な
の
で
あ
る
。
楊
傑

は
神
宗
熈
寧
の
未
に
は
母
の
安
否
を
気
遣
い
、
郷
里
に
閑
居
し
て
仏
書

に
親
し
ん
だ
が
、
し
か
し
母
を
亡
く
し
て
後
、

心
を
浄
土
に
傾
け
、
丈

六
の
阿
弥
陀
仏
を
画
い
て
念
じ
、
禅
浄
を
兼
修

す
る
実

践
者

で
あ

つ
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た
。
楊
傑
が
念
仏
の
浄
業
を
修
し
た
こ
と
に
つ
い
て
は
禅
祖
念
仏
集
巻

ノ

ニ

ク

リ

キ

ハ

シ

ノ
ミ

ニ

下
に

「
衆
生
根
有
二利
鈍
一
。易
レ知
易
レ行
惟

ぐ
西
方
浄
土
。
但

能

一
心

ス
レ
ハ

シ

ヲ

テ

ニ

シ
テ

ス
ト

ニ

観
念
。
総
二摂
散
心
一
。佼
二仏
力
一決

生
二安
養
一
。」
と
説
示
し
て
い
る
。

し
か
し
、
そ
の
前
後
の
事
情
を
仔
細
に
知
る
に
は
、
依
る
べ
き
資
料

を
欠
く

の
で
明
ら
か
に
す
る
こ
と
が
出
来
な
い
の
で
あ
る
。

つ
ぎ
に
楊
傑
の
著
述
で
あ
る
が
、
著
述
年
代
の
明
記
さ
れ
た
著
作
と

し
て
は
、
天
台
浄
土
十
疑
論
序

熈
寧
九
年

(
一
〇
七
六
)
仲
秋
述
、
直

指
浄
土
決
疑
集
序
 
元
豊
七
年

(
一
〇
八
四
)
九
月
十
日
序
、
建
弥
陀
宝

閣
記
 
元
祐
元
年

(
一
〇
八
六
)
上
元
日
左
朝
散
郎
尚
書
主
客
員
外
郎
軽

車
都
尉
賜
紫
金
魚
袋
無
為
楊
傑
述
、
大
宋
光
州
王
司
伝

元
祐
四
年

(
一
〇
八
九
)
四
月
八
日
無
為
子
傑
記
等
が
あ
り
、
上
記
の
外
に
著
述
年

代
が
明
記
さ
れ
て
な
い
著
作
に
は
宗
鏡
録
序
、
安
楽
国
讃
三
十
章
、
善

導
和
尚
弥
陀
道
場
讃
、
白
蓮
威
教
主
真
讃
、
浄
慈
七
宝
弥
陀
像
記
、
瑞

竹
悟
老
種
蓮
な
ど
が
あ
る
。

こ
れ
ら
の
著
述

の
中
で
、
天
台
浄
土
十
疑

論

智
顎
撰

一
巻
、
直
指
浄
土
決
疑
集

王
古
撰

三
巻

(侠
)
宗

鏡
録

延
寿
撰

百
巻
な
ど
の
序
文
を
著
わ
し
て
い
る
。

二

宋
代

の
居
士
浄
土
教
者
の
中
に
は
、
出
家

の
高
僧
知
識
も
及
ぱ
ぬ
ほ

ど
の
強

い
感
化
影
響
力
を
後
世
に
ま
で
及
ぼ
し
た
王
古

・
王
日
休
を
挙

げ
る
こ
と
が
出
来
る
。
王
古
に
は
楊
傑
が
直
指
浄
土
決
疑
集

(侠
)
序

文
を
著

し
た
も
の
の
他
に
新
編
古
今
往

生
浄

土
宝
珠
集

四
巻

が
あ

る
。
王
古
は
臨
済
門
下
の
黄
竜
慧
南

・
楊
岐
方
会

・
翠
岩
奇
真

・
晦
堂

祖
心
等

の
諸
師
と
の
親
交
が
あ
り
、
深
く
禅
旨
に
徹
し
、
禅
浄

一
致
を

述

べ
、
専
ら
浄
業
を
修
し
て
い
る
。
王
日
休
は
竜
詩
増
広
浄
土
文

(以

下
浄
土
文
と
い
う
)
十
二
巻
、
大
阿
弥
陀
経
二
巻

の
著
作
が
あ
る
。
小
笠

原
宣
秀
氏
は
両
者
の
著
作
の
関
連
に
つ
い
て
、
浄
土
文
の
如
き
撰
集
は

逐
次
積
み
重
ね
ら
れ
た
も
の
で
あ
る
の
に
対
し
、
大
阿
弥
陀
経
は
若
干

年
を
以
て
仕
上
げ
ら
れ
た
と
す
る
の
が
妥
当
で
あ
る
と
指
摘
さ
れ
て
い

る
。
王
日
休
の
浄
土
文
は
宋
代
居
士
に
お
け
る
浄
土
教
受
容
形
態
を
も

つ
と
も
端
的
に
著
わ
し
て
い
る
も
の
で
あ
る
が
、
そ
の
第

一
巻
の
巻
頭

に
お
い
て
「予
偏
覧
蔵
経
及
諸
伝
記
。
取
其
意
而
為
浄
土
文
。
無

一
字
無

所
本
。
幸
勿
以
人
微
而
忽
其
説
。
欲
人
人
共
暁
。
故
其
言
直
而
不
文
。
予

竜
寄
人
也
。
世
伝
浄
土
文
者
不

一
。故
以
郡
号
別
之
。
」
と
述

べ
て
い
る
。

こ
れ
は
本
書
の
内
容
全
体
に
わ
た
つ
て
、
す

べ
て
所
拠
あ
る
こ
と
を
明

し
、
あ
く
ま
で
法
に
依
り
、
入
に
依
る
編
著
で
な

い
こ
と
を
主
張
し
て

い
る
こ
と
は
注
意
す
べ
き
で
あ
る
。
し
か
も
王
日
休
自
身
の
信
仰
体
験

に
基
づ
い
た
著
作
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
王
日
休

の
浄
土
教
は
、
彼
自
ら

居
士
で
あ
る
た
め
、
世
間
に
あ
り
な
が
ら
出
世
間
を
了
す
る
こ
と
の
で

き
る
法
門
で
あ
る
こ
と
を
願
う
立
場
か
ら
浄
土
教
の
世
聞
性
を
強
調
し

た
の
で
あ
る
。
し
か
も
そ
の
世
間
性
を
儒
道
二
教
と
も
融
合
せ
し
め
、

第
三
者
的

に
も
在
俗
生
活
と
修
出
世
間
法
と
を
矛
盾
な
く
受
容
出
来
る

も
の
と
な
し
、
浄
土
教
の
現
世
利
益
を
表
面
に
押
し
出
し
て
、
こ
れ
を

以
て
広
く
社
会

一
般
人
士
に
勧
説
し
た
も
の
で
あ

つ
た
。
王
日
休
が
宋

代

の
社
会

に
お
け
る
各
職
能
別
又
は
環
境
別
に
分
類
せ
ら
れ
る
人

々
に

楊
傑

の
禅
浄

融
合
に
関

す
る

二
考
察

(
日

置
)

 
二
七

一
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楊
傑
の
禅
浄
融
合

に
関
す

る

一
考
察

(
日

置
)
 

二
七
二

浄
業
を
勧
修
せ
し
め
て
お
り
、
そ
の
数
は
三
十

六
に
及
ぶ
の
で
あ
る

が
、
そ
れ
ら
の
中
で
参
禅
者
に
対
す
る
浄
土
教
の
実
践
勧
化
と
し
て
、

当
時
全
盛
の
参
禅
を
念
仏
修
持
の

一
方
便
と
扱

つ
て
お
り
、
浄
土
教
の

優
位
の
所
に
禅
浄
双
修
論
を
立
て
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。
従
来
の
禅
家

に
よ
つ
て
唱
え
ら
れ
た
念
仏
禅
を
中
心
と
し
た
禅
浄
融
合
を
転
換

し

て
、
浄
土
教
中
心
の
双
修
論
に
止
揚
し
て
い
る
こ
と
が
認
め
ら
れ
る
。

三

楊
傑

の
著
し
た
天
台
浄
土
十
疑
論
序
に
よ
れ
ば
、
諸
経
中
、
処
々
丁

寧
に
浄
土
往
生
を
勧
説
し
、
具
つ
愛
重
か
ら
ざ
れ
ば
娑
婆
に
生
ぜ
ず
、

念

一
な
ら
ざ
れ
ば
極
楽
に
も
生
ぜ
ず
、
衆
善
あ
る
も
若
し
誠
信
心

・
深

心

・
廻
向
発
願
心
が
な
け
れ
ば
上
上
品
の
生
を
得
る
こ
と
が
出
来
な
い

と
言
い
、
浄
土
往
生
す
る
た
め
に
は
念
仏
に
専
念
す
る
こ
と
が
必
須
条

件
で
あ
る
と
指
摘
し
て
い
る
。

し
か
も
弥
陀
の
光
明
は
常
に
照
し
つ
つ

あ
る
の
で
あ
る
か
ら
、
若
し
我
等
衆
生
が
そ
の
心
を
清
浄
に
し
て
、 
二

心
に
弥
陀
を
見
よ
う
と
欲
し
た
な
ら
ば
、
直

に
そ
の
意
に
随
つ
て
即
ち

見
る
こ
と
が
可
能
で
あ
る
。
か
く
し
て
仏
と
衆
生
と
が
感
応
道
交
し
得

る
こ
と
は
、
元
来
凡
聖

一
体
で
あ
る
か
ら
な
の
で
あ
る
。
衆
生
は
諸
仏

心
内
の
衆
生
で
あ
る
か
ら
塵

々
が
即
ち
極
楽

で
あ
る
。
浄
土
は
衆
生
心

中
の
浄
土
で
あ
る
か
ら
念
々
が
即
ち
弥
陀
で
あ
る
こ
と
を
明
ら
か
に
し

て
い
る
。
こ
の
よ
う
に
楊
傑
は
唯
心
浄
土
自
性
弥
陀
説
を
主
張
し
た
の

で
あ
る
。
さ
ら
に
直
指
浄
土
決
疑
集
序
に
お
い
て
世
人
は
三
種
の
不
信

心
を
発
す
理
由
を
挙
げ
、
「
一
日
吾
当
超
仏
越
祖
浄

土
不
レ
具
レ
生
也

二

日
処
処
皆
浄
土
西
方
不
二必
生
一也
三
日
極
楽
聖
域
我
輩
凡
夫
不
レ
能
レ生

也
」
と
あ
る
如
く
、
こ
れ
ら
は
共
に
浄
土
を
求

め
な
い
の
で
あ
る
が
、

こ
れ
は
自
ら
欺
き
、
自
ら
慢
じ
、
又
自
ら
棄
て
る
も
の
で
、
甚
だ
嘆
く

べ
き
も
の
で
あ
る
と
し
、
真
実
の
弥
陀
の
光
明

は
大
円
月
の
如
く
偏
く

十
方
を
照
し
つ
つ
あ
る
こ
と
を
強
調
し
て
い
る
。

 
な
お
天
台
浄
土
十
疑
論
、
直
指
浄
土
決
疑
集

お
よ
び
宗
鏡
録
の
序
文

を
著
わ
し
た
事
情
に
つ
い
て
は
直
指
浄
土
決
疑
集
序

に
よ
れ
ば
、
「博

采
二教
典

一該
二括
古
今
一開
二釈
疑
情
一径
超
二信

地
二其
載
一聖

賢
之
旨
一

在
二浄
土
諸
書
一最
為
二詳
要
ニ」
と
あ
る
如
く
、

広
く
諸
経
典
を
渉
猟
し

た
経
緯
が
述

べ
ら
れ
て
お
り
、
楊
傑

の
学
殖
の
深
さ
に
つ
い
て
特
に
注

目
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
楊
傑
は
南
宋
初
期

の
仏
教
界
に
お
け
る
諸

宗
融
合
、
禅
浄

三
致
、
あ
る
い
は
仏
教
界

の
融
合
ば
か
り
で
な
く
、
中

国
固
有
の
思
想
で
あ
る
儒
教
や
道
教
を
も
包
容

し
て
仏
教
を
開
顕
し
、

儒
仏
道
三
教
の
調
和
と
い
つ
た

一
般
的
風
潮
を
胚
胎
し
つ
つ
、
西
方
浄

業
を
勧
め
、
上
求
菩
提

・
下
化
衆
生
の
在
家
菩
薩
道
の
精
神
を
発
揮
し

た
の
で
あ

つ
た
。

と
こ
ろ
で
禅
浄
融
合
の
主
張
は
、
中
国
禅
宗
史
上
に
お
い
て
、
五
代

呉
越
国
の
法
眼
文
益
門
下
、
天
台
徳
紹
の
高
弟
永
明
延
寿
が
禅
の
見
地

を
捨
て
ず
し
て
事
相
の
念
仏
を
勧
め
、
禅
と
念
仏
の

一
致
を
唱
え
、
そ

の
趣
旨
を
万
善
同
帰
集
に
あ
ら
わ
し
た
の
で
宋
代
仏
教
発
具
に
大
い
な

る
具
跡
を
残
し
た
。
宋
代
に
な
つ
て
法
眼
宗
に
か
わ
つ
て
雲
門
門
下
の

天
衣
義
懐

・
円
通
法
秀

・
慧
林
宗
本

・
長
藍
応
夫
等
が
念
仏
禅
を
自
ら
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実
践
し
た
の
で
あ
る
。

こ
の
禅
浄
融
合
の
傾
向
は
、
六

・
七
世
紀
の
初
期
禅
宗
教
団
内
部
に

も
見
ら
れ
る
も
の
で
あ
り
、
宇
井
伯
寿
博
士
な
ど
に
よ
つ
て
五
祖
門
下

の
念
仏
禅
と
し
て

一
括
さ
れ
て
取
扱
わ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
が
、
彼
等

の
禅
浄

融
合
の
内
容
に
関
し
て
は
充
分
注
意
を
払
う
必
要
が
あ
る
。
た

だ

一
口
に
禅
浄
融
合

と
い
つ
て
も
、
そ
の
融
合
の
内
容
に
関
し
て
は
大

き
く
二

つ
に
分
け
る
こ
と
が
出
来
る
。
そ
れ
は
、
明
確
に
浄
土
往
生
を

願
い
つ

つ
禅
定
を
修
す
る
と
い
う
浄
土
的
色
彩
を
も
つ
も
の
と
、
浄
土

往
生
を
願
わ
ず
、
単
に
方
便
と
し
て
、
或
は
念
仏
即
念
心
的
理
解
か
ら

念
仏
を
も
修
し
て
い
た
と
い
う
二
つ
の
場
合
と
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
に

禅
浄
融
合
に
は
二
つ
の
パ
タ
ー
ン
に
つ
い
て
区
別
す
る
も
の
が
見
ら
れ

る
訳
で
、
念
仏
を
勧
め
、
或
は
修
し
た
と
い
つ
て
も
、
そ
れ
が
直
ち
に

浄
土
往

生
思
想
と
結
び
つ
く
も
の
で
は
な
い
事
に
注
意
し
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
の
で
あ
る
。
初
期
禅
宗
に
お
い
て
は
、
念
仏
を
修
し
た
事
、
あ

る
い
は
念
仏
を
勧
め
た
事
が
即
浄
土
往
生
を
念
じ
た
事
に
結
び
つ
く
も

の
で
は
な
く
、
禅
宗
に
お
け
る
念
仏
思
想
と
浄
土
往
生
思
想
と
は

一
応

別
個
の
も
の
と
し
て
考
究
す
る
事
が
必
要
で
あ
ろ
う
。

こ
の
必
要
性
は

初
期
禅

宗
の
場
合

に
の
み
限
定
さ
れ
る
訳
で
は
な
く
、
後
代
に
至
つ
て

禅
浄
融
合

が
盛
ん
に
主
張
さ
れ
る
端
緒
を
開
い
た
宋
代
初
期
の
永
明
延

寿
や
天
衣
義
懐
以
下
の
禅
浄
融
合
唱
道
者
の
凡
て
に
当
嵌
る
訳
で
、
宋

代
居
士

で
あ
る
楊
傑
の
禅
浄
融
合
の
場
合
に
も
言
及
さ
れ
る
。

上
述
し
た
如
く
、
楊
傑
は
天
衣
義
懐
に
師
事
し
た
在
家
居
士
で
あ
る

が
、
天
衣
義
懐
の
著
書
に
勧
修
浄
土
説
が
あ
り
、
禅
祖
念
仏
集
巻
上
に

テ

ニ

ク

フ

テ
テ

ヲ

リ

ヲ

ヒ

フ

ヲ

ソ
バ

レ

は

「
師
問
二学
者
一日
。
言
二舎
レ繊
取
レ浄
。
厭
レ
比
欣
7
彼
則

是
取
捨
之

ノ

シ

フ

ト

ニ
ハ

ヌ

ニ

ス
ル

ヲ

ノ

ク

情
。
衆
生
妄
想
。
若
言
レ無
二浄
土
一
。則

違
二
仏
語
一
。修
二浄
土

一者
。
宜
ニ

ン
ソ

ス

タ

テ

ク

ス
ル
コ
ハ

ス

ル
コ
ハ

ニ

如
何

修
一
。衆
無
レ語
。
復
自
答
日
。
生

則
決
定
生
。
去
 
則
実
不
レ

ハ

シ

リ

ツ
テ

ニ

ケ

ム

ニ

リ

ツ

ヲ

ヒ
ヲ

ツ

去
。
又

日
響
如
下
雁
過
二長
空
一
。影
沈
二寒
水
一
。雁
絶
二遺
レ
蹟
之
意
一
。水

キ
カ

ル
ノ

ヲ

ロ

無
中留
レ
影
之
心
一
。
」
とあ
り
、
禅
の
心
を
以
て
浄
土
を
勧
め
、
禅
浄

一

致
の
思
想
を
述
べ
た
も
の
で
あ
る
。

楊
傑
の
唯
心
浄
土
自
性
弥
陀
説
は
恐
ら
く
天
衣
義
懐
の
感
化
を
受
け

た
も
の
と
推
測
さ
れ
る
が
、
唯
心
浄
土
と
西
方
浄
土
と
を
融
合
し
、
そ

の
行
業
は
観
想
念
仏
の
浄
土
教
を
勧
説
し
て
い
る
。

 
斯
し
て
楊
傑
の
禅
浄
融
合
の
浄
土
教
は
、
宋
代
の
居
士
浄
土
教
者
王

日
休
の
浄
土
教
と
は
異
な
る
も
の
で
あ
る
こ
と
が
明
ら
か
に
さ
れ
た
。

結

楊
傑
の
浄
土
教
は
、
現
実
社
会
の
う
え
に
極
楽
浄
土
を
建
設
す
る
も

の
と
し
て
、
唯
心
の
弥
陀
、
己
心
の
浄
土
を

強
調
し
た
も

の
で
あ

つ

て
、
娑
婆

(相
対
的
・
現
実
世
界
)
即
寂
光
浄
土

(絶
対
的
.
理
想
世
界
)
の

顕
現
を
唯
心
浄
土
教
の
理
想
と
し
て
い
こ
と
。
浄
土
の
行
と
は
善
業
を

積
む
こ
と
で
、
持
名
よ
り
は
観
想
を
重
ん
じ
て
い
る
こ
と
。
浄
土
の
果

と
は
所
謂
往
生
浄
土
で
あ

つ
て
、
唯
心
、
己
心
を
主
張
し
て
い
る
こ
と
。

 
し
た
が
つ
て
、
楊
傑
は
唯
心
浄
土
自
性
弥
陀
の
説
を
主
張
し
、
己
心

を
悟
ら
し
め
る
こ
と
を
仏
教
の
本
意
と
し
て
い
る
と
こ
ろ
に
浄
土
教
の

特
色
が
あ
る
と
理
解
し
た
い
。
(註
記
省
略
)

楊
傑

の
禅
浄
融
合
に
関
す
る

一
考
察

(
日

置
)
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